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おばなざわ

６月定例会

みんなで食べよう!

いただきます︕

122号　令和６年８月１日発行 12

 地域住⺠などが運営し、無料で⾷事を
提供しています。⼦どもだけに限らず、誰で
も参加できる地域⾷堂で、⼈とつながるこ
との温かさを持ちながら安⼼して過ごせる
「居場所づくり」としての役割を担ってい
ます。

特 集

ボランティア有志の皆さんと
代表   菅野 久⼦さん （写真左から２⼈⽬）

発行／山形県尾花沢市議会　編集／議会だより編集委員会
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あ と が き

⾷事を楽しむ⼦どもたち

 ⾷堂に訪れた⼦どもたちからは、
「美味しい！」「また来たい！」と
いった喜びの声がたくさん上がって
いました！また、「今度は焼きそば
が⾷べたい！」というリクエストもあ
り、今後の開催にも期待が寄せられ
ていました。

⽉１回のペースで開催。
ポスターなどでPRしている。 調理の様⼦

▲

6/27にふるまわれた料理
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物価高騰対策、農業振興　に全力で応援！
定
例
会
の
あ
ら
ま
し

　
令
和
６
年
６
月
定
例
会
は
、
６
月
17
日
か
ら
６
月
26
日
ま
で
の
10
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。
一
般

質
問
は
、
７
人
の
議
員
が
行
い
、
令
和
５
年
度
補
正
予
算
３
件
、
令
和
６
年
度
補
正
予
算
3
件
、
条
例
の
一

部
改
正
３
件
、
契
約
の
締
結
２
件
を
原
案
通
り
可
決
・
承
認
し
ま
し
た
。
ま
た
教
育
委
員
会
委
員
１
名
の
任

命
、
人
権
擁
護
委
員
１
名
の
推
薦
、
尾
花
沢
市
名
誉
市
民
の
称
号
を
故
加
藤
國
洋
氏
に
贈
る
こ
と
に
つ
い
て

同
意
し
ま
し
た
。
請
願
２
件
は
、
不
採
択
と
し
閉
会
し
ま
し
た
。

歳　　　　入
科　目 名　　称 金　額

国　庫
支出金

共創・MaaS※
モデル実証プロジェクト補助金 1,831万円

子ども・子育て支援事業費補助金 385万円

農地利用効率化等支援交付金 776万円

物価高騰対応	
重点支援地方創生臨時交付金 1憶 7,861万円

県支出金

元気な地域農業担い手育成	
支援事業費補助金 839万円

魅力ある園芸やまがた
所得向上支援事業費補助金 429万円

畜産所得向上支援事業費補助金 3,482万円

地域文化クラブ活動への
移行に向けた実証事業委託金 160万円

歳　　　　出
科　目 名　　称 金　額

総務費

給与システム改修業務委託料 77万円
移動市役所事業 220万円
共創・MaaS※移動課題分析等事業 1,677万円
新たな住民税非課税世帯等に対する物価高騰対策給付金事業 4,511万円
新たな住民税非課税世帯等に対するこども加算給付金事業 1,150万円
定額減税調整給付金事業 １億2,200万円

民生費 児童手当システム改修業務委託料 308万円

農林水産業費

元気な地域農業担い手育成支援事業 1,259万円
農地利用効率化等支援事業 776万円
魅力ある園芸やまがた所得向上支援事業 644万円
畜産所得向上支援事業 4,179万円

商工費 持続可能な観光計画策定事業 510万円
教育費 地域文化クラブ活動への移行に向けた実証事業 170万円

令和５年度 補正予算額

令和６年度
一般会計補正予算

６月
定例会

2024

※ MaaS（マース：Mobility as a Service）とは、
地域住民や旅行者一人一人のトリップ単位で
の移動ニーズに対応して、複数の公共交通や
それ以外の移動サービスを最適に組み合わせ
て検索・予約・決済等を一括で行うサービス
であり、観光や医療等の目的地における交通
以外のサービス等との連携により、移動の利
便性向上や地域の課題解決にも資する重要な
手段となるものです。（国土交通省ホームペー
ジより）

令和６年度 尾花沢市一般会計補正予算　歳入歳出の主なもの

　令和5年度一般会計補正予算は、歳入歳出それぞれ2,200万円
を減額し、歳入歳出予算の総額を152億5,886万円とする。

　令和５年度尾花沢市国民健康保険特別会計補正予算は、
中央診療所施設勘定の既定の歳入歳出予算の総額から、歳
入歳出それぞれ10万円を減額し、歳入歳出予算の総額を歳
入歳出それぞれ4億3,083万円とする。

●令和6年度一般会計補正予算は、歳入歳出
それぞれ2億7,740万円を追加し、歳入歳出
予算の総額を146億4,740万円とする。

●令和6年度尾花沢市の国民健康保険特別会計補正予算（第1号）は、
歳入歳出それぞれ355万円を追加し、歳入歳出予算の総額を20億
8,939万円とする。

新たな住民税非課税世帯等に対する物価高騰対策給付金事業

   [物価高騰臨時交付金事業]　　4,511万円
  （国庫10/10　物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金）

新たな住民税非課税世帯等に対するこども加算給付金事業

   [物価高騰臨時交付金事業]　　1,150万円
  （国庫10/10　物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金）

定額減税調整給付金事業

   [物価高騰臨時交付金事業]　　1億2,200万円
  （国庫10/10　物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金）

主な内容
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６ 月 定 例 会 一 般 質 問

鈴
木
由
美
子

1)	第 9期介護保険事業計画
2)	再犯防止推進計画と尾花沢市犯罪被
害者等支援条例

3)	商業店舗活性化補助金の拡充
4)	尾花沢市の30年後の見通しとは

畑
中
和
恵

1)	尾花沢市防災情報発信アプリと避難
所運営計画

2)	子育て世帯への切れ目のない支援

青
野
隆
一

1)	尾花沢市 DX( デジタルトランスフォ
―メーション )推進計画

2)	空き校舎の活用方法
3)	超少子化における保育行政の進め方

和
田
　
哲

1)	災害時における畳の提供に関する協定
2)	山形県タイ友好協会への加入
3)	尾花沢市じもと就職応援スタート
アップ事業激励金の拡充

4)図書館リニューアル事業の現状と今後

菅
藤
昌
己

1)	小中学校の不登校問題
2)	女性が活躍する社会とは
3)	宝栄牧場と本市の繁殖牛の振興策

鈴
木
　
清

1)	地域公共交通をどう改善していくか
2)	自衛隊への個人情報提供
3)	放課後児童クラブは統合する考えか
4)	小学校の廃校をどう有効活用するのか

土
屋
範
晃

1)	中央診療所における医療体制
2)	給食提供施設における調理師の配置
3)	災害時の対応

7人の議員は
こう質た

だした!

尾花沢どうする！どうなる？

一般質問

〇囲み数字は本文に掲載

青野隆一 伊藤　浩 鈴木由美子 土屋範晃 鈴木　清 菅藤昌己 畑中和恵 髙橋隆雄 安井一義 菅野喜昭 和田　哲 星川　薫 大類好彦 菅野修一

○ ○ ○ ○ ○ × × × × × × × × 議長

青野隆一 伊藤　浩 鈴木由美子 土屋範晃 鈴木　清 菅藤昌己 畑中和恵 髙橋隆雄 安井一義 菅野喜昭 和田　哲 星川　薫 大類好彦 菅野修一

○ ○ ○ ○ ○ × × × × × × × × 議長

・令和 6年請願第 1号

・令和 6年請願第２号

【
請
　
　
願
】

令
和
６
年
請
願
第
１
号

◎
健
康
保
険
証
を
廃
止
せ
ず

存
続
を
求
め
る
国
へ
の
意
見

書
提
出
に
関
す
る
請
願

《
趣　

旨
》

①
マ
イ
ナ
保
険
証
の
運
用
に
つ
い
て
、
ト
ラ
ブ

ル
が
起
こ
ら
な
い
抜
本
的
な
シ
ス
テ
ム
を
構

築
す
る
こ
と
。

②
マ
イ
ナ
保
険
証
と
並
行
し
て
、
現
行
の
紙
の

保
険
証
を
廃
止
せ
ず
使
用
で
き
る
よ
う
に
す

る
こ
と
。

・
紹
介
議
員　

青
野
隆
一
／
土
屋
範
晃

・
請
願
者　

山
形
県
社
会
保
障
推
進
協
議
会

会
長　

高
木　

紘
一

［
産
業
厚
生
常
任
委
員
会　

討
議
］

「
ト
ラ
ブ
ル
に
対
す
る
不
信
感
が
あ
る
。
安
心
し

て
使
え
る
よ
う
に
な
る
ま
で
保
険
証
を
廃
止
す

べ
き
で
は
な
い
。」

「
マ
イ
ナ
保
険
証
を
所
持
し
な
い
方
に
は
資
格
確

認
書
が
発
行
さ
れ
る
。
あ
る
程
度
の
期
限
を
決

め
て
進
め
て
い
か
な
い
と
前
に
進
ま
な
い
。」

［
委
員
会
採
決
］

不
採
択
（
賛
成
３　

反
対
３
▼
同
数
の
た
め
委

員
長
裁
決
に
よ
り
不
採
択
）

［
本
会
議
採
決
］

不
採
択
（
賛
成
５　

反
対
８
）

令
和
６
年
請
願
第
２
号

◎
パ
レ
ス
チ
ナ
自
治
区
ガ
ザ
地
区
に
お
け
る
戦

闘
の
即
時
停
戦
の
働
き
か
け
を
政
府
等
に
求
め

る
意
見
書
の
提
出
に
関
す
る
請
願

・
紹
介
議
員　

鈴
木　

清

・
請
願
者　

世
界
に
平
和
を
！

　
　
　
　
　
　

北
村
山
ス
タ
ン
デ
ィ
ン
グ

代
表　

菅
野　

真
治

　
　
　
　
　
　

尾
花
沢
九
条
の
会

代
表　

鈴
木
ミ
ツ
エ

［
総
務
文
教
常
任
委
員
会　

討
議
］

「
即
時
停
戦
の
願
意
は
わ
か
る
が
、
衆
議
院
・
参

議
院
の
決
議
が
な
さ
れ
、
国
連
安
全
保
障
理
事

会
で
も
既
に
働
き
か
け
を
行
っ
て
い
る
。」

「
尾
花
沢
市
議
会
で
も
声
を
上
げ
て
い
く
こ
と
が

大
事
。
一
日
で
も
早
く
停
戦
を
。」

［
委
員
会
採
決
］

不
採
択
（
賛
成
２　

反
対
４
）

［
本
会
議
採
決
］

不
採
択
（
賛
成
５　

反
対
８
）

【
議
会
決
議
】

『
パ
レ
ス
チ
ナ
自
治
区
ガ
ザ
地
区
に
お
け
る
戦

闘
行
為
の
停
止
と
人
質
の
解
放
及
び
人
道
支
援

の
実
現
を
求
め
る
決
議
』

　

イ
ス
ラ
エ
ル
と
パ
レ
ス
チ
ナ
の
イ
ス
ラ
ム
組

織
ハ
マ
ス
と
の
軍
事
衝
突
は
、
パ
レ
ス
チ
ナ
自

治
区
ガ
ザ
地
区
に
お
い
て
、
深
刻
な
人
道
危
機

を
も
た
ら
し
て
い
ま
す
。
尾
花
沢
市
議
会
は
、

恒
久
な
国
際
平
和
を
希
求
す
る
世
界
中
の
人
々

の
願
い
を
共
有
し
、
パ
レ
ス
チ
ナ
自
治
区
ガ
ザ

地
区
に
お
け
る
戦
闘
行
為
の
即
時
停
止
、
す
べ

て
の
人
質
の
即
時
か
つ
無
条
件
の
解
放
、
支
援

物
資
の
供
給
の
確
保
等
に
よ
る
人
道
支
援
の
一

刻
も
早
い
実
現
を
強
く
求
め
ま
す
。

全
会
一
致
で
可
決

↑全文詳細はこちらから

請
願
・
議
会
決
議

健 康 保 険

被保険者証

本 人 （被 保 険 者）

00000000 0
記 号

番 号
0枝 番

令和●●年 ●●月●●日 交付

●●●●●

事 業 所 名 称 ● ● ● ● ●

保 険 者 番 号

保 険 者 名 称

保 険 者 所 在 地

氏名

生年月日

性別

資格取得年月日

●●●　●●●

令和●●年 ●●月●●日

●
令和●●年 ●●月●●日

●●●　●●●

● ● ● ● ●

● ● ● 協 会 　 ● ● 支 部

● ● ● ● ●
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高
齢
化
率
が
こ
れ
か
ら
も
上
昇
し
、

一
人
暮
ら
し
の
方
も
増
え
て
い
る
。

要
支
援
者
に
対
す
る
支
援
体
制
に
つ
い
て

具
体
的
施
策
を
ど
う
考
え
る
か
。

訪
問
介
護
を
利
用
し
て
、
他
市
町

村
か
ら
ヘ
ル
パ
ー
さ
ん
に
来
て
い

た
だ
く
取
り
組
み
な
ど
を
想
定
し
て
い
る
。

市
内
介
護
事
業
所
の
運
営
状
況
を

ど
う
把
握
し
て
い
る
の
か
。

個
々
の
詳
細
は
把
握
し
て
い
な
い

が
、
社
会
福
祉
協
議
会
に
つ
い
て

は
、
運
営
状
況
を
把
握
し
て
い
る
。

今
年
３
月
に
社
会
福
祉
協
議
会
の

評
議
員
会
が
開
催
さ
れ
、
訪
問
介

護
事
業
サ
ー
ビ
ス
部
門
の
収
益
確
保
が
難

し
く
、
基
金
の
取
り
崩
し
で
運
営
せ
ざ
る

を
得
な
い
状
況
で
あ
り
、
継
続
運
営
が
難

し
く
な
る
と
の
説
明
が
あ
っ
た
。
市
長
が

社
会
福
祉
協
議
会
の
会
長
で
あ
り
、
市
が

計
画
を
策
定
し
た
ば
か
り
だ
。
今
年
度
当

初
予
算
に
支
援
策
の
予
算
も
計
上
さ
れ
て

い
な
い
。
具
体
的
な
経
営
改
善
へ
の
指
導

や
助
言
な
ど
連
携
が
足
り
な
い
の
で
は
な

い
か
。
早
急
に
、
今
後
の
課
題
解
決
の
話

し
合
い
と
財
政
支
援
を
お
願
い
し
た
い
。

全
体
の
経
費
が
ど
の
よ
う
に
使

わ
れ
て
い
る
の
か
精
査
し
、
し
っ

か
り
対
応
し
て
行
き
た
い
。

災
害
時
に
必
要
な
枚
数
の
新
し

い
畳
を
避
難
所
へ
届
け
る
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
が
、
全
国
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

参
加
畳
店
で
組
織
す
る
団
体
に
よ
っ
て

日
本
各
地
に
広
げ
ら
れ
て
お
り
、
自
治

体
が
協
定
を
締
結
す
る
事
例
が
増
え
て

き
て
い
る
。
日
常
感
の
あ
る
畳
は
、
避

難
生
活
の
ス
ト
レ
ス
を
少
し
で
も
軽
減

さ
せ
る
効
果
が
期
待
さ
れ
、
必
要
か
つ

有
難
い
支
援
物
資
に
な
る
と
考
え
る
。

ぜ
ひ
、『
災
害
時
に
お
け
る
畳
の
提
供

に
関
す
る
協
定
』
の
締
結
に
向
け
た
協

議
を
進
め
て
は
ど
う
か
。

ご
提
案
の
協
定
に
つ
い
て
は
、

「
５
日
で
５
０
０
０
枚
の
約
束

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
が
実
施
主
体
と
な
り
、

県
内
で
は
山
形
市
が
既
に
締
結
し
て
い

る
よ
う
だ
。
現
在
、
本
市
が
備
蓄
し
て

い
る
敷
物
は
、
ゴ
ザ
・
毛
布
・
段
ボ
ー

ル
で
あ
り
、
畳
は
不
足
し
て
い
る
品
物

と
認
識
し
て
い
る
。
避
難
所
の
床
に
畳

を
敷
く
こ
と
は
、
足
元
が
温
ま
る
だ
け

で
な
く
、
リ
ラ
ッ
ク
ス
効
果
や
防
音
対

策
な
ど
メ
リ
ッ
ト
が
多
く
、
避
難
所
機

能
の
強
化
の
面
か
ら
も
多
い
に
効
果
が

期
待
で
き
そ
う
だ
。
ぜ
ひ
、
協
定
締
結

に
向
け
た
協
議
を
進
め
て
い
き
た
い
。

幼
稚
園
や
民
間
保
育
所
は
、
経

営
が
成
り
立
つ
か
ど
う
か
を
示

す
収
益
分
岐
点
ま
で
毎
年
の
よ
う
に
定

員
を
減
ら
し
て
い
る
。
市
と
し
て
も
、

早
急
に
経
営
状
況
を
調
査
す
る
と
と

も
に
、
人
員
の
確
保
や
経
費
に
つ
い
て
、

で
き
る
限
り
の
支
援
を
行
う
べ
き
で
は

な
い
か
。市

と
し
て
は
、
国
で
定
め
た
基

準
に
従
っ
て
公
定
価
格
か
ら
算

定
し
て
委
託
料
を
支
払
っ
て
い
る
。

実
際
に
民
間
施
設
に
足
を
運
ん
で
、
運

営
状
況
の
把
握
に
努
め
な
が
ら
、
独
自

の
支
援
策
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
き
た

い
。

『
本
町
地
区
以
外
の
公
立
保
育

所
に
つ
い
て
は
、
当
面
の
間
存

続
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。』
と
し
て

い
る
。
ま
た
、
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
に

つ
い
て
は
、
各
地
区
に
残
す
の
か
統
合

小
学
校
に
集
約
す
る
の
か
方
向
性
が
決

ま
っ
て
い
な
い
。
地
域
や
保
護
者
と
の

話
し
合
い
は
ど
の
よ
う
に
進
ん
で
い
る

の
か
。

提
言
か
ら
３
年
半
が
経
過
し
、

予
想
を
上
回
る
少
子
化
が
進
ん

で
い
る
。
今
後
の
在
り
方
に
つ
い
て
は
、

将
来
の
入
園
者
数
を
勘
案
し
な
が
ら
、

地
元
の
皆
さ
ん
と
の
協
議
を
進
め
た
い
。

本
市
で
は
「
子
育
て
日
本
一

へ
の
挑
戦
」
を
目
標
に
掲
げ

て
い
る
。
県
内
の
自
治
体
で
も
学
校

給
食
費
を
完
全
無
償
化
す
る
動
き
が

増
え
て
き
て
い
る
。
現
在
本
市
で
は

半
額
助
成
、
第
３
子
以
降
は
無
償
化

し
て
い
る
が
、
さ
ら
な
る
子
育
て
支

援
と
し
て
完
全
無
償
化
の
実
現
の
考

え
は
な
い
か
。

国
で
も
２
０
２
４
年
度
の
予
算

委
員
会
で
学
校
給
食
の
無
償

化
が
取
り
上
げ
ら
れ
、
骨
太
の
方
針

２
０
２
３
や
こ
ど
も
大
綱
に
学
校
給
食

無
償
化
の
課
題
整
理
等
行
う
と
記
述
さ

れ
て
い
る
。
県
内
に
お
い
て
は
計
21
市

町
村
が
完
全
無
償
化
の
方
針
で
あ
る
こ

と
が
3
月
31
日
付
け
の
山
形
新
聞
に
掲

載
さ
れ
た
。
本
市
で
は
自
治
体
ご
と
の

対
応
に
差
が
生
じ
、
地
域
間
格
差
を
生

ま
な
い
よ
う
に
す
る
と
い
う
観
点
か
ら

も
、
国
で
実
施
す
る
よ
う
引
き
続
き
要

望
を
し
て
い
く
。
県
内
で
も
多
く
の
自

治
体
が
子
育
て
世
帯
の
負
担
軽
減
と
い

う
観
点
か
ら
、
完
全
無
償
化
の
方
針
で

あ
り
、
本
市
に
お
い
て
も
前
向
き
に
検

討
し
て
い
く
。

ど
う
す
る
？  

超
少
子
化
で
の
保
育

学
校
給
食
を
完
全
無
償
化
に

国
や
県
に
見
直
し
を
要
望
す
る

前
向
き
に
検
討
し
た
い

鈴
すず

木
き

由
ゆ

美
み

子
こ

 議員

和
わ

田
だ

 　哲
さとし

 議員

青
あお

野
の

 隆
りゅう

一
いち

 議員

畑
はた

中
なか

 和
かず

恵
え

 議員

問問

問

問 問 問

問

答

答

答

答

答

答

答

答

答

尾花沢市から訪問介護をなくすな！

プロジェクトのホームページ

定員150人を50人に減らした
よつばこども園

一般質問一般質問

把握しているなら

対応あって

しかるべき！

ありがたい

支援協定に

感謝です。

遅い！バラバラ！

統合小学校建設と

一体的に進めて

もらいたい。

しつこく

頑張ります！

問

問

答

答

一般質問・答弁の
映像はこちらから

一般質問・答弁の
映像はこちらから

一般質問・答弁の
映像はこちらから

一般質問・答弁の
映像はこちらから

訪問介護事業につ
いて市の方針は

避難所へ畳を届け
る協定締結を

事業継続できるよ
う情報共有し、運
営を支援する

ぜひ締結に向けた
協議を進めたい

問

問
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一般質問一般質問

全
国
で
30
万
人
と
い
わ
れ
て
い
る

不
登
校
児
童
生
徒
の
本
市
の
実
態

は
い
か
が
か
。
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
な
ど
の

居
場
所
作
り
は
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
。

統
合
小
学
校
に
お
け
る
不
登
校
対
策
に
つ

い
て
ど
う
考
え
る
か
。

本
市
の
不
登
校
児
童
生
徒
は
、

２
０
２
２
年
度
で
、
２・
６
％
・

20
人
前
後
と
な
っ
て
い
る
。
小
学
校
で
増

加
傾
向
に
あ
る
。
学
習
活
動
や
体
験
活
動

な
ど
を
行
っ
て
い
る
民
間
の
施
設
、
い
わ

ゆ
る
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
は
な
い
。
こ
の
こ

と
を
踏
ま
え
、
適
応
指
導
教
室
（
ス
マ
イ

ル
・
ホ
ー
ム
）
を
設
置
、
不
登
校
対
策
支

援
員
を
配
置
し
学
校
生
活
へ
の
復
帰
を
目

指
し
て
い
る
。
ま
た
、
中
学
校
に
お
い
て

教
室
に
入
り
づ
ら
い
生
徒
の
校
内
教
育
支

援
セ
ン
タ
ー
通
称
『
リ
ソ
ー
ス・ル
ー
ム
』

を
設
け
て
、
不
登
校
傾
向
生
徒
の
居
場
所

と
な
っ
て
い
る
。
統
合
小
学
校
不
登
校
対

策
と
し
て
、
保
健
室
に
教
育
相
談
の
個
室

を
４
部
屋
設
置
す
る
予
定
、
ま
た
、
昇
降

口
を
経
ず
に
直
接
保
健
室
に
入
れ
る
よ
う

な
構
造
に
な
っ
て
い
る
。

尾花沢市議会だより第１２１号（令和６年５月１日発行）14 ページの一般質問の答弁
内容に誤りがありました。お詫びして訂正いたします。

（訂正前）　⑤交流棟の地域開放は、学校による管理を想定。ルール作りが必要なため、
　　　　　　どのような活用方法が良いのか検討したい。

《訂正後》　⑤交流棟の地域開放は、学校による管理外
3 3 3

を想定。ルール作りが必要なため、
　　　　　　どのような活用方法が良いのか検討したい。

一
部
の
公
用
車
し
か
車
庫
が
無

く
、
降
雪
期
の
災
害
発
生
時
に

は
雪
か
き
等
で
初
動
が
遅
れ
る
。
職
員

に
よ
る
公
用
車
除
雪
の
年
間
経
費
は
ど

の
程
度
か
。

約
２
百
万
円
と
試
算
し
て
い
る
。

地
方
債
活
用
や
耐
用
年
数
等
を

考
慮
す
る
と
、
約
６
千
万
円
程

度
の
建
設
費
と
同
等
で
あ
る
。
車
庫
の

付
加
価
値
も
考
慮
す
れ
ば
建
設
妥
当
で

は
な
い
か
。

さ
ら
に
多
く
の
費
用
が
か
か
る

と
試
算
し
て
い
る
。
大
型
事
業

も
控
え
て
お
り
、
直
ぐ
着
手
す
る
こ
と

は
困
難
で
あ
る
。
建
物
の
目
的
、
整
備

手
法
、
財
源
確
保
等
、
複
数
の
視
点
で

検
討
が
必
要
で
あ
る
。

ス
ク
ー
ル
バ
ス
は
災
害
時
に
人

員
や
物
資
の
輸
送
で
重
要
な
役

割
を
担
う
。
降
雪
期
は
委
託
先
の
企
業

が
朝
３
時
か
ら
除
雪
作
業
を
行
う
な
ど

管
理
に
苦
慮
し
て
い
る
。
建
設
を
検
討

し
て
は
い
か
が
か
。

車
庫
に
は
車
両
の
維
持
管
理
や

修
繕
費
軽
減
の
利
点
が
あ
る

こ
と
や
管
理
の
現
状
も
承
知
し
て
い
る
。

大
型
事
業
を
控
え
る
中
、
建
設
が
妥
当

か
判
断
に
苦
慮
し
て
い
る
。

本
市
は
、
高
校
・
大
学
を
卒

業
す
る
18
歳
と
22
歳
の
青
年

の
名
簿
を
、
自
衛
隊
へ
提
供
し
て
い

る
の
か
。法

定
受
託
事
務
と
し
て
、
自
衛

隊
山
形
地
方
協
力
本
部
か
ら
依

頼
を
受
け
、
自
衛
官
及
び
自
衛
官
候
補

生
の
募
集
対
象
者
情
報
を
提
供
し
て
い

る
。

 「
私
の
個
人
情
報
を
守
っ

て
！
」
と
反
対
の
運
動
が
全
国

で
起
こ
っ
て
い
る
。
提
供
す
る
根
拠
法

は
何
か
。
憲
法
13
条
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー

権
保
障
と
個
人
情
報
保
護
法
に
違
反
し

て
い
な
い
か
。

自
衛
隊
法
第
97
条
「
市
町
村
長

は
自
衛
官
募
集
事
務
の
一
部
を

行
う
」、
同
法
施
行
令
第

120
条
「
防
衛

大
臣
は
、
自
衛
官
の
募
集
に
関
し
、
市

町
村
長
に
対
し
て
必
要
な
情
報
を
求

め
る
こ
と
が
で
き
る
」
に
則
っ
て
い
る
。

令
和
3
年
防
衛
省
と
総
務
省
の
通
知
に

よ
り
、
紙
媒
体
で
提
供
し
て
い
る
。

名
簿
提
供
に
は
拒
否
す
る
権
利

が
あ
る
。
除
外
申
請
ま
た
は
、

本
人
や
保
護
者
の
同
意
を
取
る
べ
き
で

は
な
い
か
。

県
内
で
は
3
自
治
体
が
除
外
申

請
制
度
を
導
入
し
て
い
る
。
個

人
情
報
保
護
条
例
と
の
整
合
性
を
図
り

な
が
ら
進
め
た
い
。

災
害
対
応
強
化
に
車
庫
整
備
を

自
衛
隊
へ
の
個
人
情
報
提
供
や
め
よ

大
型
事
業
を
控
え
検
討
が
必
要

法
定
受
託
事
務
と
し
て
実
施
し
て
い
る

菅
かん

藤
とう

 昌
まさ

己
き

 議員土
つち

屋
や

 範
のり

晃
あき

 議員

鈴
すず

木
き

 　清
きよし

 議員

問

問

問

問

問問

問

答

答

答

答

答

答

職員による公用車除雪作業の様子

『みんながその個性を

生かし桜梅桃李で

生き生きと・・・・』

本市の気候に適した

施設整備や対策を

天へ立つ葵

情報守り給へ

問

問

答

答

一般質問・答弁の
映像はこちらから

一般質問・答弁の
映像はこちらから

一般質問・答弁の
映像はこちらから

不登校の現状と
その対応策は ?

統合小学校の対応
含め万全の体制で
のぞむ

問答

答

お詫び
と

訂　正

【
日
本
国
憲
法
】

第
一
三
条

す
べ
て
国
民
は
、
個
人
と
し
て
尊
重
さ
れ
る
。

生
命
、
自
由
及
び
幸
福
追
求
に
対
す
る
国
民

の
権
利
に
つ
い
て
は
、
公
共
の
福
祉
に
反
し

な
い
限
り
、
立
法
そ
の
他
の
国
政
の
上
で
、

最
大
の
尊
重
を
必
要
と
す
る
。

傍
聴
者

 
 

の
声

　

傍
聴
に
来
た
方
の
感
想

　

初
め
て
傍
聴
し
ま
し
た
。

　

質
問
と
市
長
答
弁
が
聞
き
取
り

や
す
く
、
話
し
て
る
よ
う
に
思
い

ま
し
た
。

　

議
員
と
市
当
局
の
や
り
と
り
で

早
口
に
な
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。

　

メ
モ
を
書
き
と
め
や
す
く
な
る

よ
う
、
ゆ
っ
く
り
し
ゃ
べ
て
も
ら

え
る
と
あ
り
が
た
い
。

　
傍
聴
は
議
会
事
務
局
で
受
け
付
け
て
い

ま
す
。
当
日
Ｏ
Ｋ
。
ぜ
ひ
傍
聴
し
て
み
ま

せ
ん
か
？

日付 人数
6/17 1
6/21 16
6/24 3
6/26 0

傍聴人数

インターネット中継・録
画はこちらから
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議会の主な予定 ６月議会　議案一覧

８
月

８日 山形県市議会議長会　議員研修会

9日
全員協議会（定例）
森林・林業・林産業活性化推進尾花沢市議員連盟総会

21日 一般質問申込締切、請願受理締切
22日 総務文教常任委員会
24日 いわぬま市民夏まつり

26日
議会運営委員会
会派会合
全員協議会（９月定例会前）

28日 おばなざわ花笠まつりパレード参加

９
月

5日 本会議（開会）
6日 総務文教常任委員会
9日 産業厚生常任委員会

11日 本会議（一般質問）

12日
本会議（一般質問）
決算特別委員会

13日 決算特別委員会（総括質疑）
14日 山形県市議会議長会　国会議員との懇談会　
17日 決算特別委員会（総括質疑・分科会）
18日 決算特別委員会（分科会）
19日 決算特別委員会（分科会）
20日 決算特別委員会（分科会）

25日
決算特別委員会（分科会委員長報告）
本会議（常任委員長報告）
議会運営委員会

26日 本会議（閉会）
27日 北村山広域行政事務組合議会 議会運営委員会
29日 首都圏尾花沢会

10
月

1日 環境衛生事業組合議会 所管事務調査

3日
北村山広域行政事務組合議会 全員協議会
北村山広域行政事務組合議会 定例会

10日 全員協議会（定例）
15日 議会だより編集委員会行政調査
16日 議会だより編集委員会行政調査
18日 環境衛生事業組合議会 全員協議会

21日
第２回県及び市町村長・議長会議
産業厚生常任委員会行政調査

22日
総務文教常任委員会
産業厚生常任委員会行政調査

23日 産業厚生常任委員会行政調査
24日 環境衛生事業組合議会 10 月定例会

承第１号：令和5年度尾花沢市一般会計補正予算（第11号）の専決処分の
承認について

承第２号：令和5年度尾花沢市一般会計補正予算（第12号）の専決処分の
承認について

承第３号：令和5年度尾花沢市国民健康保険特別会計補正予算（第4号）の
専決処分の承認について

承第４号：尾花沢市税条例の一部を改正する条例の制定についての専決処
分の承認について

承第５号：尾花沢市国民健康保険税条例の一部を改正する条例の制定につ
いての専決処分の承認について

承第６号：尾花沢市過疎地域の持続的発展の支援に関する固定資産税課税
免除条例の一部を改正する条例の制定についての専決処分の承
認について

議第39号：令和6年度尾花沢市一般会計補正予算（第1号）

議第40号：令和6年度尾花沢市国民健康保険特別会計補正予算（第1号）

議第41号：除雪ドーザ（14トン級）購入契約の締結について

議第42号：令和6年度尾花沢市統合小学校建設用地造成工事契約の締結に
ついて

議第43号：尾花沢市教育委員会委員の任命について

議第44号：人権擁護委員の推薦について

議第45号：尾花沢市名誉市民の称号を贈ることについて

議第46号：令和6年度尾花沢市一般会計補正予算（第2号）

議会案第２号：議員派遣について

決 議 案：パレスチナ自治区ガザ地区における戦闘行為の停止と人質の解放及び
人道支援の実現を求める決議案について

議会は

 何を

  しているの？

ぜひ傍聴にいらして下さい。

下記の議案は全会一致で可決されました。




